セミナーお申し込みに当たっての「空き家・空き店舗等を活用したまちづくりプロジェクト」
に関するアンケートのお願い

本講座への参加申し込みと同時に、以下の項目についてのアンケートをご回答の上、こちらへご提出ください。下記のHPアドレスよりダウンロードいただきメール送信いただくか、本紙に記入の上ＦＡＸ又は郵送でお送りいただき、９月16日までにご提出願います。
○ダウンロード用HPアドレス
　民間まちづくり活動促進事業　http://www3.grips.ac.jp/~up/jinzai/seminar.html
　　　→　セミナーアンケート　　http://www3.grips.ac.jp/~up/jinzai/word/kyoto2016.docx
○メール送信先  e-tsuchiya@grips.ac.jp
○FAX　03-6439-6010　　　　電話　03-6439-6197
○郵送先        〒106-8677　東京都港区六本木7-22-1　B1011
　　　　　　　政策研究大学院大学　民間まちづくりセミナー事務局　土屋

	ご所属・ご芳名
	



１．本セミナー・ワークショップでは、(1)事務局で準備し現地調査したプロジェクト素材又は(2)参加者が企画・提案の準備をしたプロジェクト素材について、まちづくりの専門家からアドバイスを受けながら、プロジェクトの具体化を検討いただきます。(1)、(2)のどちらの検討を希望されますか。検討素材の説明に関する最下欄の参考もご参照いただき、〇印をつけてお答え下さい。

(1)　事務局で準備したプロジェクト素材
(2)　自ら企画・提案の準備をしたプロジェクト素材

２．１で選択されたテーマに関して、あなたが解決したい地域の課題、または、目指す地域像について教えてください。





[bookmark: _GoBack]３．１で(2)を選択された方は、(1)～(3)の質問にお答え下さい。
(1)プロジェクトの①目的、②進めるうえでの課題、③プロジェクトの具体的内容などを出来るだけ具体的に教えてください。（アイデアレベルでも可）





(2)(1)で挙げた、プロジェクトを構想しているエリア（地域名や商店街名）や空き家・空き店舗等の場所等の建物概要を教えてください。





(3)プロジェクトを進めるにあたり、どのような人や組織と連携・協力したいとお考えですか（複数回答可）。またどのような連携・協力のご相談を進めておられますか。
　　①不動産オーナー、②商店主、③コンサル、④建築事務、⑤地域団体

――――――――――――――――――――――――――――――――-------------
(参考)事務局で準備している現地調査対象・ワークショップでの検討素材
(1)白川エリアの商業・観光振興と空町家のリノベーション
　粟田学区は、近年の観光ブームの中で大きく変貌しつつあるが、その中で三条通、東大路通及び白川で囲まれた白川エリアは、顕著にその現象が顕れている。このため「住民生活と観光との調和」をテーマに白川エリアのまちづくり提案について検討する。さらに地区内の空き家（京町家）のリノベーションについて検討する。
(2)岡崎地区のエリアマネジメント
　岡崎地区は、周辺に民間の美術館・博物館，有名な寺院・神社が集積し，さらに琵琶湖疏水と疏水の水を活用した庭園群が優れた水辺の景観を醸し出している。しかしながら、施設間連携の弱さ、人が憩い，交流し，滞留する機能の不足等の課題が指摘されている。エリアマネジメントを検討している地元協議会との連携を想定しながら、民間セクターとしてのコミットを検討する。

